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（３年公立特別入試合格内定発表）

１・２年参観日・学年懇談

建国記念の日 生徒会専門委員会（最終）

あいさつ運動　SC来校

天皇誕生日

教科テスト１日目（給食後下校）

教科テスト２日目　SC来校

（３年生公立特別入試）SC来校 （新入生物品販売）

修了式

SC来校 卒業式

（３年生公立特別入試） 教科テスト集中期間（部停止） 給食最終日

（３年生公立一般入試～１１日）

あいさつ運動・卒業式準備

防災・減災学習

旅行積立について

倉敷市立倉敷第一中学校 第１学年 学年通信

令和８年 2月 2日発行

し あ わ せ

「学び」を「行動」へとつなげるために
「１.１７」と聞くと、３１年前の早朝、阪神淡路大震災の揺れに飛び起きた自分自身の記憶を、今でもはっきりと思い出すことができます。

まだ日の出前で辺りは真っ暗、起床時間が近づいていた時のことです。遠くからゴォｰという「地鳴り」が聞こえてきたかと思うと、「ギシギシ」とすごい音を立てて家が
大きく揺れ始めました。棚の中身が床に散乱し、布団の中で寝ていた私は、激しい揺れにベッドから振り落とされそうになるほどでした。揺れがおさまると家族全員が飛び
起きて、テレビのニュースで震源地が兵庫県だったこと、倉敷が震度４だったことを知りました。当時は携帯電話やインターネットが普及しておらず、情報収集はテレビか
ラジオからの時代です。その日、テレビの報道番組で一日中映し出された神戸の町は衝撃的でした。崩れ落ちたビルや百貨店、横倒しになった阪神高速、脱線した電車。オ
シャレだった三宮・神戸の町並みは跡形もなくなり、地震後に発生した大火災で真っ赤に燃え続ける神戸の町。信じられない光景でした。隣の県でとんでもない災害が起
こっているということ、そして、倒壊し燃えさかる住宅には、避難ができず多くの人が埋もれたまま取り残されているという事実は、大変ショッキングでした。地震と二次
災害の恐ろしさを初めて知ったのが阪神淡路大震災でした。
その日から、当たり前だった日常が変化しました。当時、旅行業に従事していた私が記憶していることの一つに、大阪方面までの移動手段の大変さがありました。新幹線

は兵庫県内の新幹線高架が崩れ、姫路駅から新大阪までは不通となりました。鉄道で大阪に向かう顧客には、姫路駅に向かい、播但線で和田山駅に移動し、山陰本線を経由
し、５時間以上かけて大阪に到着する乗車券を発券する日が４月まで続きました。新幹線が走るのが当たり前ではない時期を経験しました。また、今となっては幻なのです
が、岡山空港から伊丹空港までの短距離を飛ぶ臨時路線ができ、その航空券を発券する業務にも社員は追われました。震災後、建物の耐震基準の強化、地域の避難所の整備、
震災ボランティア、そして各家庭では非常持ち出し袋の準備など、世の中全体が防災意識を高める流れになりました。
２０２６年１月６日には島根を震源とする最大震度５強の地震が発生し、岡山でも震度４を観測しました。このように、地震はいつどこで起きてもおかしくありません。

自然災害は決して過去の出来事ではなく、今を生きる私たち一人ひとりの現実であることを忘れてはいけないと思います。今、一年生は、総合的な学習の時間で防災・減災
学習を進めています。将来どこで生活しようとも、自分や家族の命を守るために正しい知識と判断力を備えておく必要があります。命があっての人生です。

予定の変更が生じるかもしれません。

最後の教科テスト期間
いよいよ今年度最後の試験

です。試験勉強に早めにとり
かかりましょう。学習面で悔
いを残すことのないように準
備しましょう。
２４日 社会・理科・英語
２５日 国語・保体・数学

授業を通して、地震でいつもの日
常が壊れてしまうのがとても悲しい
ことだと思った。

地震としっかり向き合い、防災・減
災について考えていきたい。南海ト
ラフ地震が来た時、自分のとるべき
行動を考えておく。いざ起きたとき、
それと似た行動をとれるようにした
い。

先月号でもお知らせした、
令和９年度修学旅行に向けた
旅行積立の案内書を、２月の
後半に配布予定です。内容を
ご確認のうえ、ご検討、ご利
用ください。

詳細は先日配布済みの
文書をご確認ください。
学年懇談会場では、防

寒着をお忘れなく持って
ご参加ください。

第一学年スローガン「挑戦 ＆ 前進」
～仲間とともに 今から、ここから～

年度末は転勤シーズンです。
お仕事の関係で、お子様の転校が決定、またはそ
の可能性がある方は、至急、担任までお知らせく

ださい。また、学区外への転居の予定がある方も
お知らせください。

春は異動の季節です「おかやまキャリア・パスポート」

保護者の皆様からのコメントの記入をお願い
します。小中高をつなぐキャリア教育の記録と

して、将来の進学先（高校）にも提出します。
２月下旬にご家庭に持ち帰ります。お子様への
コメントをご記入ください。どうぞよろしくお

「今、未来を生きていく倉敷第一中学校１年生のみなさんへ」
・好きと思えることに出会えることは幸せです。好きなことを見つけたら「トコトン」する！「トコトン」楽しむ！
全力でやって、「その道のプロ」になってください！

・仕事をするということは、必ず誰かの役に立っているということです。世の中には、たくさんの仕事があります。
楽しみながら自分に合う仕事を見つけてください。友達や先生と、今しか出来ない大切な時間を過ごしてください。
是非、様々な機会を通して「働く」ことのイメージをつけてください。

・自分が好きなことを進めていってください。色々なことに積極的にチャレンジしてください。
手をあげなければ、ノーチャンスです。

・努力はこの先、きっと自分のためになります。
・大人になる前の貴重な一年一年、「今」という時間をしっかり学び、楽しんでください。
・努力は裏切らない。
・失敗を恥ずかしいと思わず、色々とチャレンジしてください。失敗から人は成長すると思います。
・何か自分の得意なものを見つけてください。必ずあります。
・できるだけ多くのことを経験してください。また、自分の意見をもつことを心がけてください。
きっと皆さんの役に立ちます。あとは、健康に気をつけて、たくさん遊んでください。

・「今」をしっかりと楽しんでください。人生は一回なので、楽しんだ者勝ちです。
・自分の夢に向かって頑張ってください。
・元気があれば、将来何でもできます。期待しています。

「企業学び楽舎」の皆様からいただいたメッセージを紹介します。


